
 

 

 

 

６月１７日 クライミング入門講習会①         森本 竜二 

山行名 クライミング入門講習会① 山名 金毘羅山 

ルート 江文神社から北東の標高 400ｍの岩場 

山行日 2023年 6月 17日（土） 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー： 森本        サブリーダー：黒崎 

男性：小泉、松嶋、木元、田中、土岐 

女性：中井、藤本、上杉、高橋、竹村、川田、米田、岡本、吉澤 合計： 16名  
ルート概略図  コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

江文神社 
集 7：50 

 
着  

発 8：00 発  

講習場所 
着 8：20 

 
着  

発 15：40 発  

江文神社 
着 16：00 

 
着  

発  発  

クライミングを始めたいメンバーの入門編とし

て、また安全に岩稜訓練を実施するための技

術・意識の習得を目的に、京都労山のクライミ

ング委員 6名を講師に招聘し講習会を開催。 

少しきつめの勾配を登り下調べして頂いてい

た岩場に到着。先ず道具の説明を受ける。伸び

るダイナミックロープ（9.5ｍｍ）、スリング

（60㎝ 120㎝とそれ以上）、確保器とセットの

ＨＭＳ型安全環付きカラビナ、体に合ったハー

ネスについて。手袋について参加者から質問が

あったが、「落下時は確保器とロープの摩擦で止

まるので、手袋で止まる訳ではない。」ので、それを踏まえた上の着用になる。次にハーネスに

ロープを結ぶフィギアエイトフォロースルーと末端処理の確認。事前の打ち合わせで委員長か

ら伝授されたよれのない結び方を参加者数名には伝達していた。繰り返し練習し末端のロープ

余り寸法も完璧にしたい。 

 ここからはクライマービレイヤーの相互安全確認、ビレイヤーのロープ操作、トップロープ

クライミング、個人レッスンに分かれて講習。 

最後に講師がロープ安全確保実施し、参加者がクライマーとビレイヤーを行う。相互安全確

認ではパートナーに見えるようにして自己確認する。クライマーのハーネスのベルトが折り返

されているか、ロープはタイインループを通っているか、8の字と末端処理。ビレイヤーのハー

ネス、安環付カラビナのゲートが確実にロックされているか、確保器の向き、ロープの流れを

確認する。次にコール確認、「登ります」「テンション」「降ろしてください」「ビレイ解除」。テ

ンション時にクライマーが「立ちます」のコール無しにテンションを抜くと、ビレイヤーが尻

餅をつく等、次の行動に必要なコールが出来ず上手く連携できない（要練習と経験）。 

現場でのクライム、ロワーダウン、クライムダウン、落ちる練習、落下時のビレイヤーの体

勢等の貴重な経験が出来たのは、講師の皆さんに安全確保してもらえたからです（感謝）。次回

最終点の構築方と懸垂下降が楽しみです。技術向上とともに安全意識を高めていきましょう。 

ヒヤリハットなし 

講習場所 

 

 

 

江文神社 

 

 

 

 



 

 

 

 

＜感想文＞ 

松嶋 

梅雨の合間の超晴天。 

クライミングについては全くの知識ゼロ。行きの車の

中で用語を教えて貰いながらの道中でした。 

最初は講師の方からの説明ですが、次々と新しい単語

が出てきて容量オーバー。でも皆、真剣に聞き入って

いました。 

実技では、クライマーとビレイヤーに別れて基本動作

の練習後、ペアを組んで実際に登攀を体験しました。 

ビレイヤーは相方の命を預かる重責からあまり気が進

みませんでしたが、クライマーの動作を見ながら、 

お互いに意思疎通を取りながらするのはダブルスにも通ずる感じで、体験してみるとなかなか楽し

かったです。 

新しい世界を垣間見る事ができました。 

このような貴重な催しを企画して頂き、大変感謝しております。今回に限らず、これからも継続し

ていければと感じました。 

 

 

 

岡本 

クライミングには以前から興味があり、とても楽しみに

していました。 

何の知識もなく参加しましたが、エイトノットの綺麗な

結び方や処理の仕方、ビレイとクライマーのコミュニケ

ーションの取り方や信頼関係等のお話を聞き実際ハーネ

スをつけて練習をするうちに、最初は怖くてなかなか思

う様に出来ず落ち込みましたが、何度も熱心に教えて頂

き、最後には楽しくて道具を揃えてもっと上手くなりた

いとさえ思いました。 

次回の講習まで復習をして備えます。                     

 

 

 

 

 

 

 

 


